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庄川水系河川整備計画（原案）の説明
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第４章 河川整備の目標に関する事項
第１節 洪水による災害の防止又は軽減に関する目標
第２節 流水の適切な利用及び正常な機能の維持に関する目標
第３節 河川環境の整備と保全に関する目標
第４節 河川の維持管理の目標

第５章 河川の整備の実施に関する事項
第１節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行

により設置される河川管理施設の機能の概要
第２節 河川の維持の目的、種類及び施行の場所

庄川水系河川整備計画（原案）の目次

第３章 河川の現状と課題

第１章 計画の基本的な考え方
第１節 河川整備の趣旨

第２節 河川整備の基本理念

第３節 計画対象区間
第４節 計画対象期間

第２章 流域の概要

第１回懇談会

第２回懇談会

第１回懇談会

第２回懇談会

第４回懇談会

第４回懇談会

第３回懇談会
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１．洪水による災害の発生の防止又は軽減に
関する事項

１）戦後 大規模の洪水への対応

２） 「急流河川」特有の流水の強大なエネルギー

に対する堤防等の安全確保

３）大規模地震等への対応

４）危機管理体制の強化等
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１）戦後 大規模の洪水への対応１）戦後 大規模の洪水への対応

① 堤防の整備（量的・質的整備）

② 和田川合流点処理

③ 橋梁架替

④ 利賀ダムの整備

庄川の洪水氾濫から沿川地域を防御するため、計
画規模の洪水への対応を長期的な目標としつつ、本
計画では戦後 大洪水に相当する規模の洪水を堤防
設計水位（H.W.L）以下で安全に流下させることを
整備の目標とします。
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～３０年～３０年～２０年～２０年～１０年～１０年整備メニュー整備メニュー

堤防の量的整備

利賀ダムの整備

和田川合流点処理

橋梁架け替え

治水事業のスケジュール治水事業のスケジュール

急流河川対策

Ｈ３４
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【【堤防の量的整備の考え方堤防の量的整備の考え方】】
戦後 大洪水のうち、利賀ダム等によって調節された流量を河道で安全に

流下させるために、家屋等への被害が生じる堤防の高さや幅が不足する箇所
において堤防の整備（築堤）を実施します。

【【整備整備箇所と整備箇所と整備内容内容】】

北
陸
線
橋
梁

堤防高や幅が不足している区間

H19整備
完了予定

牧野大橋の架橋
と合わせて施工 高岡工区

新湊工区
大島工区

大島・大門工区

庄川工区

①① 堤防の整備（量的整備）堤防の整備（量的整備）

築堤
0.0ｋ～1.9ｋ、4.7ｋ～5.2ｋ、6.2ｋ～6.7ｋ右岸
4.1ｋ～6.9ｋ、25.7ｋ～25.9ｋ左岸

堤防の幅約9ｍ

計画高水位

計画余裕高2.0m

現 堤

築堤部

堤防の幅約9ｍ

計画高水位

計画余裕高2.0m

現 堤

築堤部

河口部左岸の築堤状況 堤防整備（築堤）のイメージ
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【【堤防の質的整備の考え方堤防の質的整備の考え方】】
既設堤防の浸透に対する安全性の詳細点検に基づき、安全性が確保されず

甚大な洪水時に大きな被害が発生する箇所は、迅速に強化対策を図ります。
２～３年の間で詳細点検を完了させるよう、重点的に調査・解析を進めます。

【【整備内容整備内容】】
対策が不可欠な箇所について、浸透に対する安全性の評価にもとづき適切

な工法を選定します。

①① 堤防の整備（質的整備）堤防の整備（質的整備）

・基礎地盤に対して
効果は期待できない

・全体的に被覆する
とより効果が大きい

遮水シート工堤体内の水
の進入を防ぐ

・排水路が必要

・目詰まりに配慮要

ドレ－ン工堤体内の水
はけを良くす
る

・用地が必要

・材料選定が重要

腹付け盛土工

（裏腹タイプ）

堤防断面を
拡大する

特徴代表的な工法対策の種類

対策の種類と特徴

堤防の質的整備イメージ

断面を拡大する

H.W.L
腹付け盛土工

ドレーン工

水の浸入を防ぐ

堤 体

水はけを良くする

基礎地盤

遮水工
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【【合流点処理の考え方合流点処理の考え方】】
支川の合流点処理については、大きく次の考え方があります。実施に際し

ては、詳細な検討を行い適切な処理方式を選定します。

②② 和田川合流点処理和田川合流点処理

・本川の水位は低くなり堤防断面は比
較的小さくてすむ。

・背割堤は、用地補償を必要としない
が、本川の断面に影響を及ぼす。

・堤防断面は も小さくてすむが、本
川の逆流を防止するための水門と排
水施設が必要。建設コストがかかる。

・本川の水位は低くなり堤防断面は比
較的小さくてすむ。

・新規開削は、用地や建物の補償が
生じる。

・和田川沿川の用地や建物、橋梁の
架替などの補償費が大きい。

・地域への社会的影響が大きい。

特 徴処理方法のイメージ

本川の水位の影響を
遮断するため、水門等
で締切る方法

本川水位の影響を小
さくするため、合流点を
下流側に付替える方法

①背割堤

②新川開削

本川水位でも氾濫し
ないよう、堤防を整備す
る方法

合流点処理の方法

庄川

和田川

①背割堤

合流点付替え

②新川開削

合流点付替え 庄川

和田川

庄川

和田川

水門

排水機場

P

本川と同じ天端幅と余裕高

本川水位
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③③ 橋梁の架け替え橋梁の架け替え

【【橋梁架け替えの考え方橋梁架け替えの考え方】】
洪水流下上ネックとなっている庄川河口付近の万葉線鉄道橋及び旧庄川橋

は、桁下高不足のため、橋梁管理者とも調整し架け替えてまいります。
なお、架け替え位置や橋梁の諸元等については、今後、関係機関との調整、

詳細な検討を実施して決定します。

【【整備箇所と整備内容整備箇所と整備内容】】

橋梁架け替え位置

庄川

万葉線鉄道橋

旧庄川橋

架け替え橋梁のイメージ

嵩上げの高さ約2.2ｍ

橋梁の長さ約４００m

旧橋

新設橋梁

H.W.L



10

【【整備の考え方整備の考え方】】
利賀ダムの整備により、治水上のボトルネック箇所をはじめ全川にわたっ

て洪水時の水位を低減させ、庄川沿川の洪水・内水被害の軽減させるととも
に、水需要への対応や渇水被害の軽減等を図ります。

【【整備箇所と整備内容整備箇所と整備内容】】

④⑨④⑨⑩⑩ 利賀ダムの整備利賀ダムの整備

31,100112.01.195.9
重力式コンク
リートダム

利賀ダム

総貯水
容量
(千m3)

ダム高
（m）

湛水
面積
(km2)

集水
面積

（km2）
ダム形式施設名

10
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④⑨④⑨⑩⑩ 利賀ダムの整備利賀ダムの整備

【【洪水調節の考え方洪水調節の考え方】】
利賀ダムでは、中小洪水でも効果を発揮し、洪水流出が早くても確実に調

節を行うことができる自然調節方式を採用しています。

※ゲートの構造については、利賀ダムを活用した流況改善の検討により改良する可能性があります。

ダムのイージ 洪水調節方式

中小洪水でも効果
が期待できる。洪
水調節用のゲート
がなく人為的な操
作がない。洪水流
出が早くても確実
に調節が可能。

洪水調節用の
穴から、入って
きた流水が自然
に流れ出ていく
方式。

③

自然調節方
式

中小洪水に対して
効果は小さく、河道
整備が進んだ河川
に適する。

流入量にかか
わらず一定量の
放流。

②

一定量放流
方式

中小洪水にも効果
が期待でき、河道
整備が進んでいな
い河川に適する。

洪水ピークまで
は流入量の一
定割合を、ピー
ク以降は一定量
を放流。

①

一定率調節
方式

特徴等調節方法調節方式

時間

流量 流入量

放流量

放流量

放流量

定率・定量の洪水調
節方式のダム

自然調節方式のダム

11
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２）２） 「「急流河川急流河川」」特有の流水の強大なエネル特有の流水の強大なエネル
ギーに対する堤防ギーに対する堤防等の等の安全確保安全確保

⑤ 急流河川対策（根継ぎ護岸等）

急流河川特有の洪水時の流水の強大なエネルギー
に対する堤防の安全を確保するため、急流河川対策
を行い、氾濫被害の防止を図ります。
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【【整備の考え方整備の考え方】】
河川の侵食及び洗掘に対する安全度を高水敷幅や護岸基礎高から評価し、背後地の状況等を踏ま

え整備します。

【【整備箇所整備箇所と整備内容と整備内容】】

安全度評価結果に基づき、侵食及び洗掘に対する安全度の低い箇所で、

背後地の資産状況を勘案して、根継ぎ護岸等を整備します。

急流河川対策（根継ぎ護岸）整備箇所

大門工区

上高岡工区

戸出工区

戸出・太田工区

⑤⑤ 急流河川対策（根継ぎ護岸等）急流河川対策（根継ぎ護岸等）

高水敷幅

予想侵食幅

護岸基礎高

予想洗掘深

侵食に対
する安全
度評価

高い高水敷幅＞予想侵食幅

低い高水敷幅＜予想侵食幅の２倍以上

中程度高水敷幅＜予想侵食幅

安全度高水敷幅と予想侵食幅の関係

根固

護岸

予想侵食幅：流水により高水敷や堤防が削られる 大の幅
予想洗掘深：流水により河床が削られる 大の深さ

洗掘に対
する安全
度評価

高い護岸基礎高＞予想洗掘深

低い護岸基礎高＜予想洗掘深（根固不可）

中程度護岸基礎高＜予想洗掘深（根固対応）

安全度護岸基礎高と予想洗掘深の関係

根継ぎ護岸工イメージ

HWL

深河床高

既設護岸を
利用

根継ぎ護岸

HWL

深河床高

既設護岸を
利用

根継ぎ護岸

整備区間

13
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33）） 大規模地震等への対応大規模地震等への対応

⑥ 大規模地震等への対応

近年、隣県で頻発している大規模地震に鑑み、地
震に対する必要な対策を実施し、地震後の壊滅的な

浸水被害を防止します。
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【【整備の考え方と地震時の対応整備の考え方と地震時の対応】】
供用期間中に想定される地震で河川構造物やダムが損傷しないよう、又将来にわたり

想定される 大級の地震で河川構造物が沈下・崩落した場合でも浸水による２次被害が
発生しないよう、又ダムが損傷した場合でもダムの貯水機能が維持されるとともに生じ
た機能が修復可能な範囲にとどまるよう、調査を実施し耐震補強等対策を進めます。

震度４以上の地震が発生した場合には、堤防・護岸・樋門等の河川管理施設の巡視や
沈下・崩落等の被災状況の把握と必要に応じ応急対策を行います。

【【整備内容整備内容】】
対策が不可欠な箇所について、河川管理施設や背後地

の状況等を踏まえ対策を講じます。

地震による堤防上面の亀裂

・セメントなどの固化材を地
盤に混合して固める

・周辺地盤に変位が生じ、
大礫の地盤には不適

固化材処理
工法

地盤を固化さ
せる方法

・締め固めた砂の杭を構築

・周辺地盤の変位等が大

振動締め固
め工法

地盤を締め固
める方法

・盛土荷重により液状化を
抑制

押さえ盛土
工法

盛土で荷重を
増やす方法

特徴代表的工法対策の種類

耐震補強等のイメージ

盛土して荷重
を増やす

地盤を締め固める

基礎地盤

振動閉め
固め工

堤体

地盤を固化させる

固化材
処理工

押さえ盛土工

⑥⑥ 大規模地震等への対応大規模地震等への対応

対策の種類と特徴 15
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44））危機管理体制の強化等

⑦ 霞堤の機能維持、保全

⑧ 防災情報の質の向上と伝達の迅速化等

⑨ 利賀ダムの整備（水位低下による内水被害の軽減）

河川の増水や堤防が決壊した場合の氾濫域の拡大
が急激であることを踏まえ、ハード・ソフト両面で
水防管理体制の強化・充実を推進し、内水も含め被
害を 小化する「減災」を図ります。
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⑦⑦ 霞堤の機能維持・保全

【【霞堤の機能維持・保全の考え方霞堤の機能維持・保全の考え方】】
霞堤は上流で氾濫した水を河川に戻し、被害の拡大を防ぐ等の治水上の機能

があるため、その維持・保全に努めます。

【【維持保全対象の霞堤維持保全対象の霞堤】】
氾濫水の戻し機能を有する霞堤１０箇所、戦後 大洪水により遊水機能を発

揮する霞堤は１２箇所あります。

左岸№１

右岸№１

左岸№２ 左岸№３

右岸№２

左岸№４

右岸№３
２

右岸№４
２ 右岸№５

２

左岸№５ 左岸№６

左岸№７

右岸№６ 右岸№7

右岸№８

左岸№８

左岸№９

氾濫戻し機能
遊水機能（戦後 大洪水） 右岸№3：開口部があり土地利用も

宅地化していない

右岸№4：開口部があり土地利用は、
宅地化が進展している。 17
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河川情報の収集体制の強化と水位予測システムの改良による防災情報の質の
向上を図ります。また、関係機関と連携し伝達の迅速化を図るとともに、相手
の立場に立った提供の仕方の工夫に努めます。

⑧⑧ 防災情報の質の向上と伝達の迅速化防災情報の質の向上と伝達の迅速化等等

地 域 住 民

CATVインターネット

自治体

水防活動

水防機関

避難行動

洪水ハザードマップ

ダム
雨量計

水位計

カラー量水板

レーダ雨量

ＣＣＴＶ

水防警報

予測水位
水位等

国土交通省（事務所）

水位予測システム

予測降雨

降雨予測システム

雨量等

気象庁

避難勧告等

報道機関

テレビ、ラジオ、広報車

FAX・メール

ＣＣＴＶ

洪水予警報

カラー量水板

水位予測システム

カラー量水板

水位等
ＣＣＴＶ

18
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22．河川の適正な利用及び流水の正常な機能．河川の適正な利用及び流水の正常な機能
の維持に関する事項の維持に関する事項

１）流水の正常な機能の維持

２）良好な水質の維持
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庄川の水が恩恵をもたらす地域全体で合理的な水
利用を促進するとともに、アユをはじめとする多様
な動植物の生息、生育環境を良好に保つなど庄川の
流水の正常な機能を維持するよう努めます。

１）流水の正常な機能の維持

⑩ 利賀ダムの整備

⑪ 関係水利使用者との渇水調整

⑫ 流況等のモニタリング
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⑩ 利賀ダムの整備（利水）⑩ 利賀ダムの整備（利水）

整備中の利賀ダムにより、ダム地点下流の庄川沿川の既得用水の補給を

行うほか、利賀川及び庄川の流水が担っている漁業、景観、地下水位の維

持、動植物の保護などのために必要な流量を確保します。また工業用水と

して一日最大8,640m3 取水可能とし、地域産業発展への貢献を図ります。

更に河川環境の改善に対する社会的要請に応えるため、利賀ダムの効率

的な運用による流況改善について、今後、改善効果等の研究を進めながら

実施の可能性を検討します。

合口ダム地点の必要流量
（既得用水＋維持流量）

合口ダム直下の正常流量 ： ８．４m3/s

利賀ダムによる不特定補給
（既得用水＋維持流量）の穴埋め

合口ダム流入
量
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⑪ 関係水利使用者との渇水調整⑪ 関係水利使用者との渇水調整

砺波広域圏事務組合水道事業所、関西
電力株式会社北陸支社

民間

砺波市、高岡市市町村

河川課、農村環境課、環境衛生課、企
業局土木水道課、企業局電気課

富山県

北陸農政局農林水産省

富山河川国道事務所国土交通省

機 関 名

庄川渇水情報連絡会の構成機関

渇水時の対応として関係機関や水利使用者等と連携して、被害拡大防
止に努めます。

渇水に関する記事
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⑫ 流況等のモニタリング、⑬水質調査の継続実施⑫ 流況等のモニタリング、⑬水質調査の継続実施

河川縦断的に常に水位を把握できる体制を構築するとともに、継続的
に水質調査を実施します。

水位観測所
流量観測所
水質観測所
同時流量観測箇所
地下水位観測点
（庄川沿川箇所）

大門大橋
舟戸橋

雄神橋

高岡大橋

1

2

3

4

5
6

7

新庄川橋

流量観測の状況 水質調査の状況
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【参考】 河川水位と地下水位の関係について

上流域のＡ断面では、地下水面が河川水面より25～
30m低い位置にあるので、庄川河川水と地下水が縁切り
されている状況が読みとれる。

中流域のＢ断面では、河川水面と地下水面の際だった
乖離は見られない。全体としては庄川から小矢部川に向
かう地下水の流れが読みとれる。

下流域のＣ断面では、庄川、小矢部川等の河川近傍で
地下水面の方が河川水面よりも高く、河川への地下水流

出が起きていることが分かる。

庄
川

 

雄神水位観測所

250000 5000 10000 15000 20000

⑭

小矢部川 海尻川 宮川

(西)標高(m)

30000

庄川

⑮

⑬

W-4
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W-4
4

CW-
12

W-1
24

W-3
6

⑯

地下水位線

Ａ断面
（東)
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Ag

k

CW-
13 W-3

9

W-3
4

100

-50

0

50

00

50

-100

-50

0

50

100

150

凡　　例

地下水位観測点

河川水位観測点

地下水位線(H14.2)

河川水位

地下水位線(H14.7)

A断面

A断面

B断面

C断面

W-1

W-2

W-3

W-4

W-1～4：河道内地下水位観測位置

１．河川水位と地下水位の関係（横断方向）

相割地下水位観測点
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地下水位線(H14.2)

河川水位

地下水位線(H14.7)
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扇頂部では、地下水面が河川水面よ
り約24m低く、太田橋付近では5ｍ程
度、庄川大橋付近になると、河川水位
と地下水位は同程度となっている。

下流部の南郷大橋付近では、河川水
位と地下水位に差異は見られなくなる。
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2．河川水位と地下水位の関係（縦断方向）

河川水位と地下水位の縦断関係
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期別水収支 （単位：m3/s）

（ ）内は総地下水涵養量に対する比（％）

3．期別の水収支

庄川からの地下水涵養量は、かんがい期では約12％
で、それ以外の期間では約２割程度となっている。

庄川扇状地水循環モデルによるシミュレーション結果

⑧ 小矢部川基底流出
（ 34.9 ）

基盤岩

富山湾

庄川

小
矢

部
川

② 蒸発散量
( 14.9 )

⑤ 地下水涵養量　( 40.3 ) 　①-②-③+④

④ 水田灌漑水
（ 53.9 ）

⑨ 地下水利用
( 2.0 )

③ 表面・中間流出
( 24.8 )

⑪ 海への流出
（ 2.2 ）

帯水層

⑥ 庄川からの伏没量
（ 5.4 ）

⑩ 庄川への地下水湧出
（ 2.3 ）

貯留量変化 +4.3
⑦-⑧-⑨-⑩-⑪

⑦ 総地下水涵養量
（ 45.7 ）　⑤+⑥

地表水の収支

地下水の収支

単位：m3/sec

地下水の流入

地下水の流出

① 降水量
( 26.1 )

降水，蒸発散，表面･中間流出

⑧ 小矢部川基底流出
（ 25.9 ）

基盤岩

富山湾

庄川

小
矢

部
川

② 蒸発散量
( 3.9 )

⑤ 地下水涵養量　( 19.3 ) 　①-②-③+④

④ 水田灌漑水
（ 0.0 ）

⑨ 地下水利用
( 2.0 )

③ 表面・中間流出
( 9.9 )

⑪ 海への流出
（ 1.2 ）

帯水層

⑥ 庄川からの伏没量
（ 5.4 ）

⑩ 庄川への地下水湧出
（ 2.3 ）

貯留量変化 -6.7
⑦-⑧-⑨-⑩-⑪

⑦ 総地下水涵養量
（ 24.7 ）　⑤+⑥

地表水の収支

地下水の収支

単位：m3/sec

地下水の流入

地下水の流出

① 降水量
( 33.1 )

降水，蒸発散，表面･中間流出

⑧ 小矢部川基底流出
（ 23.6 ）

基盤岩

富山湾

庄川

小
矢

部
川

② 蒸発散量
( 0.8 )

⑤ 地下水涵養量　( 22.4 ) 　①-②-③+④

④ 水田灌漑水
（ 0.0 ）

⑨ 地下水利用
( 4.0 )

③ 表面・中間流出
( 13.3 )

⑪ 海への流出
（ 1.2 ）

帯水層

⑥ 庄川からの伏没量
（ 5.4 ）

⑩ 庄川への地下水湧出
（ 2.3 ）

貯留量変化 -3.3
⑦-⑧-⑨-⑩-⑪

⑦ 総地下水涵養量
（ 27.8 ）　⑤+⑥

地表水の収支

地下水の収支

単位：m3/sec

地下水の流入

地下水の流出

① 降水量
( 36.5 )

降水，蒸発散，表面･中間流出

かんがい期 非かんがい期

降雪期

22.422.40.00.0（（19.419.4））5.45.427.827.8降雪期降雪期

19.319.30.00.0（（21.921.9））5.45.424.724.7非かんがい期非かんがい期

--13.613.653.953.9（（11.811.8））5.45.445.745.7かんがい期かんがい期

降雨量・降雨量・
域外流出域外流出

水田涵水田涵
養量養量

庄川伏没庄川伏没
涵養量涵養量

総地下水総地下水
涵養量涵養量

期期 別別

【シミュレーションモデ
ルの概要】
250ｍメッシュの分布
型モデルによる。地下
水涵養量はタンクモデ
ル、地下水流動は５層
による３次元解析モデ
ルを採用。
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【地下水採取状況】
高岡市は昭和51.3に制定された「富山県地下水の採取に関する条例」の規制地域に

位置するため、採取量は1989年以降減少傾向にあり、2004年には1989年の75％まで
減少してきている。一方、砺波市は観察地域に位置することから、採取量は逆に増大
傾向を示し2004年には、1989年の約２倍の伸びとなっている。

両市を合わせると1989年27.6百万m3に対して、2004年29.7百万m3と約1割の増大と
なっている。

4．地下水採取状況 庄川扇状地水循環モデルによるシミュレーション結果
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継続的なモニタリングを実施するとともに、関係機
関と連携して良好な水質の維持に努めます。

２）良好な水質の維持

⑬ 水質調査の継続実施

⑭ 水質事故の対応
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富山市、高岡市、黒部市、小矢部市、砺波市、南砺市、
射水市、高山市、飛騨市、立山町、入善町、朝日町、白
川村

市町村

県土整備部、環境生活部、都市建設部岐阜県

土木部、生活環境文化部富山県

中部経済産業局資源エネルギー環境部
中部近畿産業保安監督部

経済産業省

北陸地方整備局富山河川国道事務所、北陸地方整備局黒
部河川事務所、北陸地方整備局立山砂防事務所、北陸地
方整備局利賀ダム工事事務所、北陸地方整備局神通川水
系砂防事務所
海上保安庁伏木海上保安部

国土交通省

機 関 名

オイルフェンス設置
訓練

富山県一級水系水質汚濁対策連絡協議会の構成機関

・水質事故時には、利水及び環境への被害を最小限にとどめるために、
「富山一級水系水質汚濁対策連絡協議会」を通じて関係機関と連携し、
迅速に対応します。

⑭ 水質事故時の対応（関係機関との連携等）⑭ 水質事故時の対応（関係機関との連携等）

・水質事故等の緊急時に迅速に対処するため、水質自動監視装置や河川
巡視員等による監視の徹底に努め、防除活動に必要な資料の備蓄を行
うとともに、水質事故訓練等を実施します。
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33．河川環境の整備と保全に関する事項．河川環境の整備と保全に関する事項

1）庄川の自然環境の保全及び生物の生息・生育環境の
連続性の確保

2）河川空間の利活用、歴史的・文化的施設の活用、連携
・協働による河川管理の推進
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湧水によるワンド・タマリや連続した早瀬・平瀬
等における豊かな自然環境や広い石河原や砂州など
の河川景観の保全に努めます。また、河道内だけで
なく堤内地も含めた動植物の生息・生育環境の連続
性に配慮します。

１）庄川の自然環境の保全及び生物の
生息・生息環境の連続性の確保

⑮ 環境モニタリング

⑯ 工事による環境への影響軽減

⑰ 水域ネットワークの形成
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庄川の河川環境の保全については、庄川が有している下流の湧水に起因
する池やワンド等の静水環境の維持と、中上流部の自然の変動を許容しつ
つ攪乱により形成された環境・河川景観の維持・保全を図ることを基本と
していきます。ただし、安全を確保すべき箇所においては、多自然川づく
りの基本方針に基づいて着実に工事とその影響に対するモニタリングを行
いつつ、良好な河川環境の保全と整備を推進していきます。

また、利賀ダムについても同様に自然環境の保全、開発の影響の軽減を
図ることを基本としていきます。

【【川の優れた自然環境の保全の考え方川の優れた自然環境の保全の考え方】】

⑮ 環境モニタリング⑮ 環境モニタリング

湧水池 淵瀬
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庄川の環境モニタリングは、「多自然川づくり」を実施した箇所と、「河川水辺
の国勢調査」の調査箇所においてモニタリングを行い、庄川の河川環境の変化を把
握していきます。

【【環境モニタリングの調査項目環境モニタリングの調査項目】】

⑮ 環境モニタリング⑮ 環境モニタリング

魚類調査 陸上昆虫類等調査 鳥類調査

５年に１回（５年に１回（Ｈ１８Ｈ１８・２３）・２３） ：２回：２回

５年に１回（５年に１回（Ｈ１９・２４Ｈ１９・２４）） ：２回：２回

１０年に１回（１０年に１回（Ｈ２０Ｈ２０）） ：３回：３回

５年に１回（５年に１回（Ｈ２１・２６Ｈ２１・２６）） ：１回：１回

１０年に１回（１０年に１回（Ｈ２２Ｈ２２）） ：２回：２回

１０年に１回（１０年に１回（Ｈ２５Ｈ２５）） ：３回：３回

１０年に１回（１０年に１回（Ｈ２７Ｈ２７）） ：２回：２回

施工施工年度を含む概ね年度を含む概ね５年５年間間

：毎年１～４回：毎年１～４回

調査頻度・年間回数調査頻度・年間回数

４地区４地区

５地区５地区

４地区４地区

直轄管理区間直轄管理区間

５地区５地区

４地区４地区

直轄管理区間直轄管理区間

多自然川づくり多自然川づくり
の工事実施箇所の工事実施箇所

調査箇所調査箇所

底生動物調査底生動物調査

魚類調査魚類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調両生類・爬虫類・哺乳類調

河川環境基図作成調査河川環境基図作成調査

植物調査（植物相調査）植物調査（植物相調査）

陸上昆虫類等調査陸上昆虫類等調査

鳥類調査鳥類調査

多多自然川づくり実施箇所自然川づくり実施箇所
における工事後の河川環における工事後の河川環
境の回復状況調査境の回復状況調査

調査項目調査項目

河川水辺の国勢調河川水辺の国勢調
査査

（４巡目）（４巡目）

多多自然川づくり自然川づくり

実施状況調査実施状況調査

・追跡調査・追跡調査

環境モニタリング環境モニタリング
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支川の合流点処理や、根継護岸工等の工事の実施にあたっては、河川水
辺の国勢調査アドバイザー等の専門家の意見を踏まえると共に、地域住民
の意見・要望を参考としながら、河川が本来有している生物の生息・生
育・繁殖環境、並びに多様な河川風景への影響の回避、低減、代償を図る
など多自然川づくりを推進していきます。

⑯ 工事による環境への影響軽減（庄川の自然環境の保全）⑯ 工事による環境への影響軽減（庄川の自然環境の保全）

【【多自然川づくり推進の考え方多自然川づくり推進の考え方】】

多自然川づくりのイメージ

大事な樹木は保
全・代償を行う

工事前の表土は極力
保全して、元の植生
を早期に回復する

必要な箇所には,根継
護岸で河岸を保護する

大きな石は河岸に残して、
砂州の回復、植生の復元
等、生物の生息に適した
多様な水際を形成する

寄州・中州のできる
低水路幅を確保する人の利用・生物の生息

等、環境に応じた河川
空間を形成する
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【【 多自然川づくりの多自然川づくりの事例事例】】

⑯ 工事による環境への影響軽減（庄川の自然環境の保全）⑯ 工事による環境への影響軽減（庄川の自然環境の保全）

～ 自然石を用いた水制で新たに淵を創出する ～
左岸坂東地区右岸（19.0k～19.3k）

～ 野鳥に配慮し、樹木を残す ～
右岸頼成地区右岸（4.2k～4.4k）

施工前

施工直後

施工前

施工直後
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１．１．利賀ダム環境調査の流れ利賀ダム環境調査の流れ

昭和５９年

平成５年

平成９年

平成元年
利賀ダム実施計画調査着手

平成２年

閣議アセスの調査項目で環境調査に着手

平成６年

閣議アセスの調査項目により取りまとめ結果を
関係機関へ説明

平成１０年
工事用道路の工事に着手

事業が環境に与える影響についてさらに適切に
対処していくことが重要であるとの認識のもと生
態系の保全等新たな項目を追加した「環境レ
ポート」を現在とりまとめ中

（専門家による委員会を設置し意見等を

踏まえとりまとめ）

法アセスの調査項目により「環境レポート」
をとりまとめ、関係機関へ説明

ダム本体工事着手

「環境影響評価実施要領
（閣議アセス）」閣議決定

・環境基本法制定

・レッドデータブック公表

「環境影響評価法

（法アセス）」制定

特定多目的ダム法第４条に基づき利賀ダムの
基本計画を公示（H6.11.22）

希少性猛禽類調査 動物調査

⑯ 工事による環境への影響軽減（利賀ダム整備の環境配慮）⑯ 工事による環境への影響軽減（利賀ダム整備の環境配慮）
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庄川本川の縦断方向の連続性については、環境モニタリング結果を踏まえ適切に

対応してまいります。

また横断方向の中・下流域の農業用水路等との間に生じている落差については、

必要性や緊急性など専門的な見地からの検討を行い、関係機関と調整・連携し緩傾

斜化・多段化等による連続性の確保に努めます。

【【生物の生息・生育生物の生息・生育・繁殖・繁殖環境の連続性の確保環境の連続性の確保の考え方の考え方】】

⑰ 水域ネットワークの形成⑰ 水域ネットワークの形成

カマキリ ア ユ魚類の移動に配慮した樋門
 

落差の解消により、水田

等への移動可能性がある 
背後地盤高が高く、

落差が大きい 

用水路と水田等の落差

が大きい 

山付等により、元々の落差

が大きい 
 

 落差あり

 落差なし

ダム 

凡 例 

庄川の排水樋管等の落差の状況
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【 河川と農業水路等との連続性の改善事例】

対象地域：熊本県 菊池川

実施理由：菊池川では、河川と水路等の接続部の落差が大きく、魚が遡上できな

い環境にあったため、改善が計画されている。また、水路と河川と

の連続性の改善のみではなく、水路内の落差の改善及び堤内地にお

けるビオトープ池の整備等も計画されている。

水路の落差改善

・魚類の移動経路の確保

・水路内の生息環境創出

排水路と本川との落差の改善
・浅瀬や深み等多様な環境を創出
・様々な流量の変化に対応した断面構造
・ツルヨシや樹木による休息・避難場所の確
保や水温上昇の抑制（緑陰）

ビオトープ池との連続性確保

・魚類の移動経路の確保

・供給水源の安定的確保

出典）身近な水域における魚類等の生息環境改善のための事業連携方策の手引き

⑰ 水域ネットワークの形成⑰ 水域ネットワークの形成
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流域の歴史、文化、自然との調和を図り、アユ釣り、川遊
び、スポーツ、祭事等の活動の水辺空間や河川利用に関する
多様なニーズを踏まえ、地域と水辺一体となって、人と河川
との豊かなふれあいを増進するとともに、住民の河川美化活
動と連携した住民参加型の河川管理を推進します。

2）河川空間の利活用、歴史的・文化的施設の
活用、連携・協働による河川管理の推進

⑱ 庄川ふれあいロードの整備

⑲ 地域の歴史・自然や施設等を踏まえた河川環境整備
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庄川沿川では近年の健康に対する意識の高まり
の中、各地でマラソン大会、ウォーキング大会など
庄川の自然を満喫しながら楽しむイベントが数多く
開催され、庄川の河川敷が利用されています。こう
した背景を踏まえ、引き続き河川区域内のコースを
管理用通路として整備します｡この整備により下流
の高岡庄川緑地公園、中流の砺波市総合運動公園、
上流の砺波市弁財天公園などがつながることにより
沿川地域のネットワーク化が期待されます｡

ふれあいロード

ふれあいロード整備計画

⑱ 庄川ふれあいロードの整備⑱ 庄川ふれあいロードの整備

弁財天公園

高岡庄川緑地公園

砺波市総合運動公園

【【庄川ふれあいロード整備の考え方庄川ふれあいロード整備の考え方】】
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庄川の沿川には治水の歴史を物語る「弁財天」や「松川除」、人と川との関わ
りを展示する「水記念公園」や「水資料館」があり、これらの歴史・文化的施設や
公園、庄川沿川の小中高校・大学、公民館などの地域の施設を有機的に連携すると
ともに、施設や地域の要請などを踏まえ、自然環境や水と親しむ活動等を普及、発
展させていくような環境づくりを図ります。を図ります。

⑲ 地域の歴史・自然や施設等を踏まえた河川環境整備⑲ 地域の歴史・自然や施設等を踏まえた河川環境整備

【【河川環境整備河川環境整備のの考え方考え方】】

高岡向陵高等学校

新湊西部中学校

大門中学校
般若中学校

庄川中学校庄南小学校

庄東小学校

中田小学校

二塚小学校

野村小学校

大門小学校

中伏木小学校

塚原小学校

公園
運動場
公民館
学校

新湊高校

牧野小学校
牧野中学校

水記念公園 
庄川清流の里公園 
弁財天公園 
弁財天スポーツ公園 
砺波庄川緑地公園 
砺波総合運動公園 
中田いきものの里公園

庄川清水公園 
大島北野河川公園 
高岡庄川緑地公園 
庄川緑地公園 
大門カイトパーク 
庄川右岸多目的広場 
庄川左岸第二緑地 3 

2 
1 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

9 
10 
11 

8 

歴史・文化施設、レクリエーション施設等の位置
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４．河川の維持管理に関する事項４．河川の維持管理に関する事項
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庄川の有する機能が発揮されるよう、現状を的
確に把握するとともに状況に応じた改善策を行
い、「治水」「利水」「環境」の目的を達成するため
の必要なレベルを維持させるように努めます。

庄川の機能を活かした
効率的・効果的な維持管理の実施

⑳ サイクル型維持管理の実施

21 河道の維持管理

22 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の維持管理

23 住民参加型の河川管理
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20 サイクル型維持管理の実施20 サイクル型維持管理の実施

庄川の河川特性を十分に踏まえ、洪水時や渇水時だけでなく平常時か

ら庄川の有する機能が十分発揮されるよう、河川管理上の重点箇所や実施

内容など具体的な維持管理の計画を作成するとともに、河川の状態変化の

監視、状態の評価、評価結果に基づく改善を一連のサイクルとした「サイ

クル型維持管理」により効率的・効果的に実施します。

サイクル型維持管理計画のイメージ

維持管理計画
・各河川の規模や特性に応じて
維持管理計画を作成

評 価
【データから状態を評価】

監 視
【データの取得とストック】

・河川巡視、施設点検、流量

観測、測量等

→ 河川カルテ（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化）

改 善
【監視、評価に基づき改善】
・河道管理（樹木伐採 等）

・堤防、護岸管理（補修 等）

・施設管理（補修・更新 等）

地域社会

協働実施
情報共有
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20 サイクル型維持管理の実施20 サイクル型維持管理の実施

庄川の特徴を踏まえ、重点的に監視・評価・改善を行うサイクル型の維
持管理を実施していきます。

・ダムの有効活用

・関係機関との調整

・ダム等の放流状況

・還元、伏没の状況

・河川水位と地下水位の関係

・魚類等の生息条件

・取水、排水状況

・河川縦断的な水位・流量観測

・地下水の状況

・魚類等の調査

正
常
流
量
確
保

急
流
河
川
対
策

治
水
ネ
ッ
ク
対
策

特
徴

【平常時】

・急流河川対策（根継ぎ護岸整備）

・護岸の補修

・樹木管理（伐採or残存）

【洪水時】

・ブロック投入等の応急措置

・侵食、洗掘による安全度評価

（高水敷幅、護岸根入れ高）

・水衝部の変化

・洗掘の進行

・樹木による編流の影響

・堤防、護岸等河川管理施設の状況

・河川工作物の状況

・澪筋の状況

・河岸の侵食状況

・水衝部の流れ（流向・流速）の状況

・樹木の状況

【平常時】

・樹木伐採

・堆積土砂の撤去

【洪水時】

・水防活動（土のう積み）

・現況流下能力

・樹木の影響

・土砂堆積の影響

・河道横断の状況

・ネック部も含めた縦断的な河川水
位の状況

・樹木繁茂の状況

・洪水痕跡調査

・洗掘状況、土砂堆積状況調査

改 善

（河道管理、施設管理・操作等）

評 価

（監視データによる評価）

監 視

巡視点検・調査

46
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21 河道の維持管理21 河道の維持管理

河道内の樹木や堆積土砂については、流下能力に影響を及ぼす箇所、樹
木等による偏流などのため河川管理施設や河川横断工作物に影響を与える
箇所等を優先して管理してまいります。

河道堆積土砂の撤去

流下能力不足を招き、河川管

理施設等の機能に支障を及ぼす

堆積土砂を撤去します。

樹木管理樹木管理

密生化によって流下能力の支障となっている

樹木を環境に配慮しながら適切に伐採します。

護岸等の補修

堤防の安全を損なう恐れがあ

る護岸等の損傷を早期に発見、

調査、評価し、補修を行います。

流
下
能
力

河道内樹木

土砂堆積

減少減少

流下能力に影響
しない樹木

流下能力に影響
しない土砂堆積

流下能力に影響
する土砂の撤去

流下能力に影響
する樹木は伐採

護岸等の補修

樹木管理のイメージ

護岸の損傷

樹木の影響
樹木の影響

土砂堆積の
影響
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22 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の点検・維持管理22 河川の巡視・点検・調査、河川管理施設の点検・維持管理

定常業務 緊急的業務

サイクル型維持管理では、維持管理計画にもとづき、出水期や非出水期
において、各種調査、観測及び巡視・点検などを実施します。

維持管理のイメージ

実施事項
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23 住民参加の河川管理23 住民参加の河川管理

河川清掃

市民団体、非営利機関(NPO)、地域住民、市民ボランティアの方々など
に、参加のインセンティブや庄川の特徴等を踏まえつつ、河川の監視（調
査）・評価・改善や維持作業等に協働して頂ける取組みを推進します。

川の通信簿水生生物・水質調査

参加者：管理者参加者：管理者,,住民等住民等

実施回数：実施回数：１回／数年
実施内容：実施内容：
河川公園などの利便性

や快適性を評価

参加者：学校参加者：学校,,市民団体市民団体

実施回数：事務所と協働実施回数：事務所と協働
でで４～５回／年

実施内容：実施内容：
水生生物・河川水質に

ついて調査

参加者：学校参加者：学校,,市民団体等市民団体等

実施回数：実施回数：大規模なもの
で１０回程度／年

実施内容：実施内容：
河川公園などを清掃
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人々の暮らしと産業に恩恵をもたらし、地域の
歴史、文化を育んできた庄川との関わりを再認識
し、新たな治水の歴史を刻むとともに“アユ跳ね
る庄川”を次世代に継承していく

◇河川整備の基本理念◇河川整備の基本理念
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庄川水系河川整備計画の庄川水系河川整備計画の
費用対効果費用対効果（注）（注）についてについて

（注）主として治水面の費用対効果
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想定想定洪水の洪水の被害額の算被害額の算出出

計画規模の洪水を含め、発生確率が計画規模の洪水を含め、発生確率が

異なる数洪水を選定し氾濫シミュレーション異なる数洪水を選定し氾濫シミュレーション

を実施し、想定氾濫区域を求める。を実施し、想定氾濫区域を求める。

（（庄川庄川では、では、11//55,1/,1/1010,1/,1/330, 0, 
1/50,1/100 1/50,1/100 ,1/1,1/15500 の発生確率で実施）の発生確率で実施）

氾濫シミュレーション結果に基づき、確率規模別の想定被害額を算出する。氾濫シミュレーション結果に基づき、確率規模別の想定被害額を算出する。

直接被害直接被害

・一般資産被害・一般資産被害

（家屋、家庭用品、事業所等）（家屋、家庭用品、事業所等）

・農作物被害・農作物被害

・公共土木施設被害・公共土木施設被害

間接被害間接被害
・営業停止被害・営業停止被害
・家庭における応急対策費用・家庭における応急対策費用
・事業所における応急対策費用・事業所における応急対策費用

氾濫シミュレーション結果

（1/150、現時点）
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年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額の算出の算出

①
事業
を

実施
しな
い場
合

②
事業
を

実施
した
場合

③
被害

軽減額
（①-
②）

Q1

・
・
・

年平均被害
額の累計

＝年平均被
害軽減期待

額

流量
規模

年
平均
超過
確率

被害額

D0（=0)

④
区間
平均

被害額

⑤
区間
確率

年平均
被害額

Q0 N0

N1 D1

Q2 N2

d1+d2

d1+d2+・・・+dm

D2 ・
・
・

・
・
・

・
・
・

D1+D2

2
N1-N2

d1

Qm Nm Dm

・
・
・

・
・
・

D0+D1

2
N0-N1 d1=④×⑤

Dm-1+Dm

2
Nm-1-Nm dm=④×⑤

d2=④×⑤

年平均被害軽減期待額：１年あたりに期待できる被害軽減額

被害額 被害発生確率
被害発生確率 大

年平均被害額

年平均被害軽減期待額 大

事業を実施しない工事着手時点 → 被害軽減 なし

事業の途中 → 被害額 軽減

事業を完了させた場合 → 被害なし

事業進捗とともに被害の軽減が
期待できる度合いが大きくなる。
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庄川水系河川整備計画に対する費用庄川水系河川整備計画に対する費用便益比便益比（Ｂ／Ｃ）の算出（Ｂ／Ｃ）の算出

総費用（Ｃ）総費用（Ｃ）総便益（Ｂ）総便益（Ｂ）

年平均被害軽減期待額の算出年平均被害軽減期待額の算出

総便益（Ｂ）＝総便益（Ｂ）＝3,4753,475億円億円（（※※））

（（※※）現時点の）現時点の価値価値に割戻しに割戻し

総事業費の算出（総事業費の算出（H20H20～～））
・堤防整備（量的）・堤防整備（量的） ・合流点処理・合流点処理

・橋梁架替・橋梁架替 ・利賀ダム整備・利賀ダム整備

・急流河川対策等・急流河川対策等 計計1,0391,039億円億円

維持管理費の算出維持管理費の算出整備計画で建設した堤防、ダム整備計画で建設した堤防、ダム

等の施設の残存価値の算出等の施設の残存価値の算出

想定想定洪水の洪水の被害額の算被害額の算出出

事業完成
H49

事業着手
H20

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

便
益

（
億

円
）

総便益

現在価値化した総便益

今後整備30
年

整備完了後
の
評価期間５０
年

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

建
設

費
（億

円
）

総費用

現在価値化した総費用

整備完了後の

評価期間５０年

維持管理費

今後整備30年

事業完成
H49

事業着手
H20

費用対効果の算出費用対効果の算出

費用便益比Ｂ／Ｃ費用便益比Ｂ／Ｃ＝４．０＝４．０

総費用（Ｃ）＝総費用（Ｃ）＝862862億円億円（（※※））

（（※※）現時点の費用に割戻し）現時点の費用に割戻し
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利賀ダム利賀ダム整備整備事業に対する費用事業に対する費用便益比便益比（Ｂ／Ｃ）の算出（Ｂ／Ｃ）の算出

総費用（Ｃ）総費用（Ｃ）総便益（Ｂ）総便益（Ｂ）

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

建
設

費
（
億

円
）

総費用

現在価値化した総費用

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

便
益

（
億

円
）

総便益

現在価値化した総便益

年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額等等の算出の算出

総便益（Ｂ）＝総便益（Ｂ）＝1,6991,699億円億円（（※※））

（（※※）現時点の）現時点の価値価値に割戻しに割戻し

総事業費の算出（総事業費の算出（H1H1～～））

・・利賀ダム利賀ダム整備・・・整備・・・1,1501,150億円億円

維持管理費の算出維持管理費の算出

総費用（Ｃ）＝総費用（Ｃ）＝1,0661,066億円億円（（※※））

（（※※）現時点の費用に割戻し）現時点の費用に割戻し

ダムの残存価値の算出ダムの残存価値の算出

事業完成
H34

事業着手
H1

ダム完成後の

評価期間５０年

維持管理費

今後整備15年

想定想定洪水の洪水の被害額被害額等等の算の算出出

今後整備30年

整備完了後の

評価期間５０年

ダム完成
H34

事業着手
H1

費用対効果の算出費用対効果の算出

費用便益比Ｂ／Ｃ＝１．費用便益比Ｂ／Ｃ＝１．６６

整備期間34年
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＜参考１＞費用便益比（Ｂ／Ｃ）とは？＜参考１＞費用便益比（Ｂ／Ｃ）とは？

『『費用便益比（費用便益比（B/CB/C））』』

堤防やダムなどの堤防やダムなどの整備について「費用（整備について「費用（CC）」と「便益（）」と「便益（BB）」を）」を
算出し算出し、、事業の適正について分析・評価を行うもの。事業の適正について分析・評価を行うもの。

費用（C）；堤防やダムなどの治水施設の整備・維持に必要な費用を算出

便益（B）；河川整備による洪水被害の減少等を金額に換算

一般的には、費用便益比（B／C）が１．０を上回れば、費用
に見合う効果があると言われています。

まず、費用・便益分析を行うには、便益を定量的に計
測・算出し金銭換算できることが第一の条件となります。
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治水事業 フロー効果

公共投資がもたらす生産額の増分

ストック効果 被害防止効果

高度化効果
・治水安全度向上に伴う

土地利用の高度化
・整備箇所の公園的利用

など

・ 直接被害：一般資産被害、農作物被害、
公共土木施設等被害

・ 間接被害：営業停止被害（事業所など）
応急対策費用（家計・事業所での
代替品購入

計測できないもの
人命損傷・家計の平常時の活動が阻害される被害
交通途絶被害・ライフライン切断による波及被害
精神的打撃
洪水時にダムによる流木処理
（ダムによる河川、海岸への流木被害の軽減）

効果の計測が可能で金銭表現ができる
以下の項目について算出

＜参考２＞治水事業の効果と便益（＜参考２＞治水事業の効果と便益（BB））




